
 

NGO 相談員出張サービス実施報告書 

 
１． 企画名：「国際協力フェスタ 2016」における NGO 相談窓口設置 

【形態：相談対応サービス】 

２． 実施者：藤井 花 （一財）北海道国際交流センター 

３． 日時：2016 年 12 月 3日（土） 

４． 場所：札幌駅前通地下広場（チカホ）北 3条交差点広場  

      (札幌市中央区北 3条西 3丁目) 

５．参加者：相談窓口対応者 12名 (イベント参加者数 述べ 2000 名) 

６．実施報告： 

   毎年開催される「北海道国際協力フェスタ 2016」～Try to Rethink～におい 

て、活動紹介ブースにおいて NGO 相談の窓口を開設し、関係団体や市民の方

への NGO の相談を行った。国際協力フェスタは北海道内の国際協力・交流に

関わる 32 の団体が自分達の活動を紹介する機会でもあり、横のネットワー

クを広げる場でもある。NGO 関係者に対しては日頃の運営などで悩んでいる

ことやファンドレージングなどについて相談窓口で対応をした。また一般市

民に対しては NGO とは何か、また自分達のできる国際協力は何かなどの質問

をいただき、様々な国際協力活動の事例や NGO への寄付、フェアトレードな

どについて説明をした。多くの方が北海道にこんなにたくさんの団体がある

ことを知らなかったため、今回のイベントでは広く一般の方に国際協力につ

いて考えていただく良い機会となった。 

 
７．別添（写真） 



2017 年 1月 8日 

外務省 国際協力局 民間援助連携室長 殿 

 

ＮＧＯ相談員による出張サービス実施報告書 

 

（特活）名古屋 NGO センター 

 

1.企画名 ：国際協力カレッジ 2016～国際協力を学び、行動するきっかけをつかもう！～ 

【形態：相談応対サービス・講演・セミナー・その他（     ）】 

2.団体名・出張者氏名： （特活）名古屋ＮＧＯセンター 門田一美 

3.催しの概況： 

 ・主催：JICA 中部 共催：（特活）名古屋 NGO センター 

・実施日：2016 年 12 月 3 日(土) 14 時 00 分～16 時 40 分 

・場所：JICA 中部 なごや地球ひろば（名古屋市中村区） 

・参加者：78名、ブース出展 18 団体 

・概要：国際協力分野でボランティアやインターンをしたい人、そして、ボランティアやインター

ンを募集中の国際協力団体とのマッチングを行う「ボランティア・インターン マッチン

グ展」への相談ブース出展を行った。2分間の「NGO相談員アピールタイム」が設けられて

おり、来場者に相談員制度のアピールを行った。その後、相談対応のフリータイムが設け

られ、以下の通り相談に対応した。 

 

4.実施内容： 相談対応件数：合計 20 件 

●主な相談内容は以下のとおり。 

・インターンの活動内容や募集している団体の詳細などを知りたい。 

・NGO で就職を希望したいが、給料など就労環境について、教えてほしい。 

・助産師の資格があるが、海外で活動する際に、どのような方法があるか。 

・将来を考え、フランス語を勉強しているので、語学を活かしてボランティアができる団体を紹介

してほしい。 

・障がい者支援の活動を行う団体を紹介してほしい。 

・保健分野でスタディツアーを行っている団体を紹介してほしい。 

・イベントの広報、助成金の申請についてアドバイスが欲しい（NGO からの相談） 

 

5.所感および効果： 

本イベントは、JICA 中部が主催、毎年 100 名近くが参加し、好評を得ている。実際に、昨年度の

参加者が今年は出展 NGO のスタッフ側となって活躍する等、目に見える成果が出ている。 

今回は、当団体でインターンを行う大学生が、ブースアピールタイム時に発表を行った。そのため、

インターンや国際協力への就職を希望する学生が多くブースに訪れ、学生から身近な視点でアドバイ

スをすることができた。 

また、例年より、事前に下調べをし、高い関心を持つ参加者が多いように感じた。地域の特に中小

規模の NGO では、インターネットに出ている情報が少ない。例えば、スタディツア―に関して、イン

ターネットでは情報が信頼できるかわからないため、相談員ブースで尋ねたいという方もいらっしゃ

った。相談員として常に情報を把握し、適切に提供できるように情報収集などに力を入れていきたい



と思う。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

写真上段：アピールタイムで NGO相談員の紹介を行う 

写真中段：ブースにて相談対応を行う 

写真下段：イベント「マッチング展」全体の様子 



NGO 相談員出張サービス実施報告書 

 

１． 企画名：講演会 「人権教育」 

２．実施者：特定非営利活動法人ワールド・ビジョン・ジャパン 松本謡子 

３．日時：2016 年 12 月 5 日（月）13:05-14:45 

４．場所：新城市立作手中学校 愛知県新城市作手高里ブック田 5 

５．参加者：中学 1～3年生 54名、教諭 12 名 

６．実施報告： 

NGO 相談員として、中学 1～3年生 54 名、教員 12 名を対象に、「人権教育」として途上国

の子どもたちが直面している課題について、特に難民と水衛生を中心に紹介した。前半は

世界の子どもたちが直面する課題を紹介し、さらに難民の現状と水衛生に焦点を当て、シ

リア危機を中心に難民の子どもたちが置かれている現状を紹介した。また、安全な水への

アクセスが困難な子どもたちや水衛生課題が子どもの命を奪う要因になりうる現状を紹介

した。後半は体育館へ移動し、難民の子どものケースストーリーを元にしたロールプレイ

で難民の子どもを中心としたコミュニティの登場人物の役割カードを教材にグループごと

に学びを深め、難民の子どもたちの抱える課題や解決方法について意見交換を行った。次

に途上国で使用している 5 種類のタンクに実際に水を入れたものを使って水汲み体験を実

施し、主体的に途上国の子どもたちを取り巻く水衛生の課題に目を向けた。 

 

７．所感： 

NGO 相談員が難民の現状や水衛生の課題について、写真やケースストーリーを交えて具体

的に紹介することにより、中学生が世界に目を向け、国際協力へ理解を深める機会として

もらうことができた。特に後半は難民のロールプレイや水汲み体験をグループごとに実施

し、参加者が主体的に学びを深め、意見交換を行うことができた。「難民の人々は自分では

どうしようもない問題に振り回されている」「自分はどれだけ幸せな生活にぜいたくを言っ

ているんだと思った」「同世代の人たちのために何かしなくてはという気持ちになった」等

の感想も寄せられ、国際協力を身近に捉え、国際協力への積極的な関わりを持とうという

姿勢が見られた。 

 

８．別添（写真） 

 

  講演している様子  途上国で使用しているタンク使って水汲み体験を実施した様子 



外務省 NGO 相談員 出張サービス報告書 

 

相談員 公益社団法人 日本国際民間協力会（NICCO） 

 

 

＜概要＞ 

企 画 名：国連フォーラム関西 12 月勉強会 

イベントの種類：講演 

実 施 日 時：平成 28年 12 月 9日（金）18 時 30 分～21時 00 分 

出張者氏名：大豊 盛重 

主   催：国連フォーラム関西 

場 所：関西学院大学大阪梅田キャンパス 1405 教室 

〒530-0013 大阪府大阪市北区茶屋町 19-19 アプローズタワー14階 

 

＜実施内容＞ 

主に学生や大学院生が参加する「国連フォーラム関西 12 月勉強会」に、大豊がゲストス

ピーカーとして登壇した。今回の勉強会は、2016 年 8 月に開催された TICAD VI を受け、ア

フリカ開発を 1つのケースとして扱い、「日本とアフリカの関係」と「ビジネス」の 2視点

から、開発支援の今後を考えるものであった。当会は、日本 NGO 連携無償資金協力を受け

て実施したマラウイとケニアでの事業を例に挙げながら、日本の NGO が行う草の根レベル

での農村開発について講演し、その後のパネルディスカッション、質問会に対応した。 

 

＜集客人数または相談対応件数＞ 

 講演：約 40 名 

 

＜所感及び効果等＞ 

 今回講演を実施した勉強会では、前段階として SDGs や TICAD、国連の活動などに関心を

持ち勉強会を重ねてこられた参加者が対象であった。またゲストスピーカーとして外務省

や国連、ユニセフなどの勤務歴を持つ方がおられるため、日本の NGO の草の根活動を重点

的に紹介した。日本の市民活動の役割や日本 NGO 連携無償資金協力で行った現地での活動

について解説した。参加者には各国政府や国連などが目指す国境を越えた視点の国際協力

と現場の NGO の草の根の視点の両方の必要性が伝わったと感じる。マクロの視点とミクロ

の視点の食い違いをなくすためにこそ SDGs という道しるべが必要であるとも感じた。質疑

応答では、参加者から、日本の循環型農業の発想をアフリカで導入したことについて、高

い関心をいただき日本の NGO の独自性を理解いただけたと感じた。 

 



＜活動風景（写真記録）＞    

 

講演の様子。現地の写真を使って講義を行

った。 

 

 

質疑応答はゲストスピーカーごとに分かれ

て実施する時間もあった。 

 







平成 ２８ 年 １２ 月 １３日 

外務省国際協力局 

民間援助連携室長 殿 

                              （団体名）公益財団法人ＰＨＤ協会 

                                                  理事長 水野 雄二 

 

相談員企画型出張サービス実施報告書 

 

１．企 画 名：「第 1 回 NPO/NGO 合同就職説明会 

 ―ソーシャルセクターに関心がある人材と NPO/NGO のマッチング―」 

  ※出張形態：相談員ブース 

 

２．出 張 者：上石景子（(公財)ＰＨＤ協会職員） 

 

３．実 施 日：２０１６年１２月１２日（月）１９：００～２１：００ 

 

４．実施場所：神戸市勤労会館 多目的ホール 

      （兵庫県神戸市中央区雲井通 5-1-2） 

 

５．対象者：NPO/NGO への就職希望者及び NPO/NGO の出展団体職員 計 14 名 

        

６．実施報告： 

今回の出張サービスでは、兵庫県の市民活動団体のネットワーク組織である「ひょうご市民

活動協議会（ひょうごん）」が人材募集をしている NPO/NGO の合同就職説明会を開催し、そ

こに NGO 相談員ブースを出展した。参加者は NPO/NGO への就職希望者 7 名及び

NPO/NGO の出展団体職員 7 名の計 14 名であった。 

冒頭に NGO 相談員制度とブースの説明をし、当会に限らず国際協力 NGO において就職・イ

ンターン・ボランティア等を考えている方の相談にお応えする旨をお伝えした。 

プログラムの中にソーシャルセクターについての講義があり、NPO/NGO への就職における

労働条件・賃金などのネガティブな面や、働きがいなどのポジティブな面について説明があっ

た。 

実際の相談員ブースにおける質問は、主に NGO 相談員制度についての質問、就職につい

ての質問、NGO の活動についての質問、インターンやボランティアについての質問など様々

であった。国際協力 NGO の就職に関する相談においては、賃金や労働条件などの待遇面に

ついて懸念があるとの声があったり、また、採用条件に海外経験や語学力が問われるのでは

との声もあり、応募に不安を感じることが多いことがわかった。労働条件などに関しては底上

げをしようと NGO 業界全体で取り組んでいること、採用条件に関しては海外経験や語学力と

いうよりも NGO とのコネクションやインターン・ボランティア経験などが重視されやすいことな

どをお伝えし、不安が少しでも解消されるように努めた。 

今後もこのような説明会に参加し、人材と NGO 業界とのマッチングを行うことで、国際協力人

材が活躍できる場を提供することの必要性を感じた。 

 



７．添付画像：別紙に当日の様子を３枚添付 

 

    

①相談員ブースの様子                  ②相談対応中の様子 

 

      

 ③会場全体の様子 
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